高学年用　　　 　　ふり返りシート　～地震災害編～
　　　　　　　　　小学校　　　年　　組　名前　　　　　　　　　　

①　地震のゆれがおさまった後に考えられる危険として、正しいもの３つに○をつけましょう。
　（○）　余震で建物やへいがたおれたり、物が落ちてきたりする。
　（○）　ガスもれが発生する。
　（　）　竜巻や台風が発生することがある。
　（○）　電線が切れて落ちてくる。
　災害時には、まず命の安全性が優先される。そのため、地震発生時に建物の中にいる場合は、外に出られるかどうかを確かめる必要がある。また、テレビによって情報収集ができるか、生活するための水道が使えるかを確かめる必要がある。

②　地震が発生して大きなゆれがおさまった時、家の中ではまずどんなことを確かめたらよいでしょうか。正しいもの２つに○をつけましょう。
　（　）　宝物がこわれていないか。
　（○）　家の外に出られるか。
　（　）　教科書やノート、筆記用具は使えるか。
　（○）　テレビや水道が使えるか。

③　地震発生後、安全にひ難するにはどんなことに気を付ければよいでしょうか。正しいもの２つに○をつけましょう。　地震発生後には、土砂崩れや津波等、様々な二次災害が考えられる。また、崩れるがれきの下敷きになったり、ガラス片や木片等でけがをしたりすることも考えられる。安全に避難するには、これらにも十分注意する必要がある。

[bookmark: _GoBack]　（　）　がけやしゃ面の近くを、できるだけすばやく移動する。
　（○）　川、海の近くは通らない。
　（　）　がれきなどで道はばがせまくなっている場所は通らない。
　（○）　ガラス片や釘、とがった木片がある場合は、そっと踏んで、ゆっくり通る。

④　２階にある自分の部屋でマンガを読んでいました。すると、大きな地震が起こりました。机やベッドがないので、身をかくせる場所がありません。
身を守るためにはどうしたらよいでしょうか。正しいもの１つに○をつけましょう。
　（　）　トイレにかけ込み、ドアを閉める。
　（○）　ゆれがおさまるまで小さく身をふせ、クッションやまくら等で頭を守る。
　（　）　すぐに１階まで行き、台所のテーブルの下にかくれる。
　（　）　すぐに家から出る。　地震発生に、身を隠すものがない場合には、クッションやまくら等で頭部を守ることを最優先とすることを押さえたい。
ドアを閉めると、閉じ込められるおそれがある。また、揺れている間に移動すると、転んだり、階段から落ちたりしてけがをするおそれがある。


☆　防災についての学習を通して思ったことや考えたことを書きましょう。


